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なり裏なを傾向を示している oは De Btt n″ ar

(1'町)の 相似四顛とほ ョ同 じ程度であるが ,ァは

町 呼aatt att co(c(19,1)の消口関まま,大 さく

なってぃる こ れは ヽ 原のテータヒ比ベ ヨ 助基輸

さ効章の向上は見られチ ヨE晴 基効率"i低下してい

とことを意味 している o,わiW"印 ard andい te

(10■)の 相似田弦工,著 しく大さくな,原 因として

地寒面にと,る 大二的″お濁が四係してⅢることわi算

如m年 7"

=lL

軍1国 大 汽資セ座,【ウメーター (=′ι に対す
る窯 Ar元に=4■た温度線h塩 菫 ("

1に考え●れる ま 客の観座|こ、1する抑【支り東抑に

よれは 自 本田因の頭暮に匹敵する人工的を顧第 ヒ溝

林J都市の消r活動や合房横霊り使用によって排出さ
れていち(諄口ほわ 1"" と ころわ! 世 口会や本ン

クト′(―での人エコ:林Ⅲ無視しうるものであった 人

二的なネ源の空田,れ は 大 陽こネル■―によって`

たらされる芸卜の自体な空間,布 (例えrH向  日 捺
rrどの=冥 )■lLべてチー

練やが大きいと予想される

0岡 的をぷ現の 「むうJは ,,を狩大させ 貿 四荷を筆

的な幼革を低下させる,国 となりうこ 一 方 れ につ

いては 叡座においても前述した建物りWaxcの 幼栗

お!期待されるが 連 動■輪革には反映されていない

残金たから こ の車口は,定 できていない 観 虜は驚

“キ〕高い前には ,な り″い幹額遭路OS,と すをた

ち そこが困超 とをってWareり 助案わIコき=くかつ

たこと)Ⅲ つ考えられを ま た ■ ■′ビーロ内外に

といて 不 均―に伍出さ4L■人工廃部にヽ 売 した大き

なサーマルによ,選 勁=臨 とが支配的で形状抵抗リレ

書わi現れにく0っ たこと`考 えられる 本 テータだ す

では'因 を特定することす出来す き うに線々な都市
'[おいて凛々を英 rlの下で受Hア ータを母嶺すを必要

がある

42 察 大元■■″イー依遺卒

■7因 に窯次元エネルギーほお車 (ψ)を 大気安定

葛
す畿選

一 EtbⅢ in tiコ(1'93)

言灘!8品備ゃ"
0

百解 甲△

0

11
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一― では[庄o加 ( 1 9 8 2 )

石
~柱
ほ督揖

3前V的
X V]コ ccuvてくRdb]Itu Oic i"3

400 輛ルの核抱境,日 ヽガ'る 乱五柏“四ほについて

3

せ ,

をlZ

革 7関 大 気安定庄本ラメーター (す′ど)に ■,
る環水元工ヽルイーほ逸=イ o)

店′`ラメーターの四敵で示す 世 口合 ′(ンクー本一

リデータは まぼ同一の前0■ に並んでいろ 中 立に近

い娯態では せ 田● バ ンクー本一のアータは カ ン

'ス の,関 債 4う 0う れ た W,_83rd and C。 ■

●971め 付似四紙ユ'`イ さヽくをっているす コ 外仕

宅地て4● l■た C arにで′″ (lω )の “栞 と|工真 (

―車 してい0大 気イイ安定になる|こつれ 本出脚アー

タはC ark●“ ″″ て10専2)よ り大 きくな つカンナス

タータに近,い ていて 前 項の こ と ,ャに関する考章

で述べたように 大 気が中立か らT安 定な値にある期

台 都 市 では建物 の存在 によ り形 成 され る大 さを

Wnk● な 局 印 をの苺い覗 助エネルヤー (TKE)

の生成を行っている そ のお冥 4匠 のも合 とkヘ

局所りを サ に対す るヽ所的■■,イ ー“売車り比 々

相対的に増加させる

草 n口 に無規 温度分紙のは進草 てぃ )を 大気=定

に,【ラメーターリ四敵で示す 本 ,日 '一 夕は ″ ン

,ス テータと■べやや小さめの傾向=あ るが ,ほ ど

顧どな連いは見られない こ れ 本,つ 鳩官 と同鞭

Wakeに よる効4が 選動基のも合ほどほ者てイいこと

による

5 毎 市のほ抱境昂口における指は四はり奏B式

実用いを見地● ら 本 中末ヽ既 りtげた乱轟転計,

12

zクを

“S如 大 気=定 度′iラメーター (】′■)t対 す

る篤大克胡度分離富通事 (五十

りいi,り蕉地,4Wに ヽ1'ち相,狸 改め家騒式を■い

てお く ヽ ラナー,一 trj同定にJた っては オ 恵形最

42Xと の 1つ であ,7● 力,卜 と てヽ 3 3`Rawa and

け anu loB。 )を'コいた た だし ヽ ■Fll第十どの影

雷 を受けていな↓■ ′(ンクーバーヒ世m Fr"■ ― 夕だ

チを用いたも栞について記す というの と寝とう■―

夕4う は工Ⅲ″■―消H活 動のイ末■,■ 杉題によつ

て神よ四ま01空化するこヒつtホ唖 ■41Z O,で あこ

以下に示す相"関 数の実験式を 寄 iロ ー算 8凶 中の

磁練で示 した こ ■ うの要藤式は ■ のは多 くり部Ⅲ

4に ヽいてて0こ 序性ガiにJま れを すればなうない

な よ ,汎 昴的な実車式を打ろた0り 第 1歩 になろヒ

期 常される

,‐ l Ⅲ(1-“ 'よよ/[)Ⅲエ

0′
-00H― て′と)"

サ ‐(1-10 5どを)i― ●′ι

本 ‐010(1-'10!′ と)h=

( 1 2 )

1 3 )

( 1 1 )

1 5 )

6  強

郎市のC●しヽ■ する乱A相 は町立について既,り

神似閃紙ヒのといを,さ |こ=索 を進"て きた しわし

な来MOS t iれ は CFして,こ れ 斑鶴計なは地技面

‖trにな'し をいはすであ,「 者3的 な四班リコミ立

~~臨 m81CI J(19'1)
―‐―StiuFllyn trnO V瑯
0  蛍 13留 】a

X ヽ ちコ●ouv●[(R●ヽどn00｀ ●1 "ヽ3)

0
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都iの 長的氏,日 に■ける礼五拍コ四とについて 400

しなくてはならなⅢ こ のテ店について植村する =

す 今 回段開を行つたtFi々 台0 受 焼の都市境につ

いてCFL=成 立し付ちりす とt うヽ点である C●Lの

,こ 草“は 疑 ■的には 'ド のような 0々 ,`こ する

ことであを (■1国喜照)

小 十く= (本 ″ (0)

ラメーター化すZ必 要があると,苺 している 'a r3H

J々 ′ (lrlb。), 正 演時の海=CFLに お )こ湿度の

相は関転わIマ地りtiと 雲なっており し “さ飛価を

バ ラメーターイしする必要性ガrjると主頭 している

1,cnread att Brad ey(1085),よ 奈 ■ ■CFと にお

1する温理や湿度の神狐四拡″平地のもり と案なること

を指摘 し 奈 ■■ャノビー'有 の乱流格重 に超因 した

もつて よない0と ■壊 していち 奈 ホやれ■のような

大Ⅲ度上り蕉■,,Mに おける乱流は 唾 面乱流より

,平 均口出 伽 iに空前ヽを行つ自由せん断証流とリア

,● ツー 0怖 摘 =れ て例 え F Kanda att H Ⅲ o

109“iR■Httthィャ″ Ⅲ006)=れ "平 担な標地雨 と

の相は内欧のといに彫ほ していろと説明する説 ●ある

はJupach J″′ J“ :にoth 20Ⅲo)こ れうの草閉 ユ

いすr,` 従 来tr、IoSて は智定 されていない 攻 ■

距内部ヽ地表面近,の ″イナ 、ックスをラはしないと

,H付 ")ア ータを甑切【さをいとしてい0■ で共

通 している

, ま とめ

部Ⅲり地央面ま控よに よ肛籍であるため 都 市り"

地域,日 での■航市‖ よ草,'の らのとは其rrること

が指h4まれている (例え = Rり th andい o1095)

コ'liのCFし て0● れた社た立:十五を匠存り相似四霊

と比取綬対 し 都 市の芸埴々】町におけ`乱 流の特厳

々調べた 乱 流段〕コが行1メ1た部市は世口谷 無 電"

よび′(ンクータ(―の 3 tFit 乱 流データは超宮ぬ風

逆観 印を用いて収4J41た  こ れ ら3都 市は 互 い

こ地表而寝7Eの疑fEl形本 は民なこガ IXm以 ,に わ

たってい ま均一本と初“`と 配曖が維持 されている

=要 を宮革はⅢ Ⅲりうしつてrj`

(1)理 動 Hrに"す る単17拍貢輸送幼■を表すそれ々

れの託証H“H“ な0■ 1 大 ヽ安定度バラメーターに

対 してOn,|!も よヨ!j一の四残で実現されるな 草

成の脚 0う 4,れ た 臣 J円モA′ ″ (1叫 )お 工す

Ⅲ■nraatt anⅢ C●に 0'71)の 拍似町難 比べて全校

に市力小=い  都 市で tt建物の Wok● 効果あるい ま要

敵り々,1"ナ 均一性により 速 助曇の第1[対する相対

的な=確 効率イ車面上より`高 いことわ示摩 まれた

(2)■ 五方向四速 のほ細 ●営 温 度啄 革傾嘉 乱 江

4幼 =キ ルイー惚適革 お よす題凛分砥の強連車卯

つり無六元江臣紅研曇について夕` ンクー本一およ″世

四合のヨンスタン トタラッタス驚r成 立する船は関欧

式り`ま算=れ た

ここて ネ てユ連初すの出さ れ はね地携昇昭の市さ

である 接 地境■臣の市吉`十工 大 負担昇由 2)の

10%草度と言わで1て,, 本 田ヨ期間中にいす江つ打

市で`温 台“市た″100m～ 1(mで あったつて 、 は

う0コ】ヽ 1“コ1と,え ,■ を ぁ てこついて よチヤ [タ

(り車菖すあるす に。てヽ (2000)が15打市における託

流データを整囲したところ 拒 家71rOらの市ど0モV均

電効高営"の 25-3僣 メ |に■ろと 速 度標■■芝

など4文 字ゆ 高どにようす一定となり CFLの '=

英■を溝たすとしている こ れに従 うと 本 ンクー

バー 14m↑ はぃすれ`2■_わ【を0ヽⅢ nコ HFとなり

黎肛 よ和n rr度となる ,(ン クータ(一 tF口否Ⅲ 田

ワか'沢いものの式 (10)の成立4“ ど市たしており

紙Hこ ついて す“rr,伎″そcFL方 1,4し 0な かっ

た可確【 6否定できをい tす lⅢこしち mに 、4の

高い都市転についてはCFLす ,こ し●ちす去t ttPH

ヽ取 られると言え● こ れ と同練の強轟はR。(ath

d999)に よっても行われている

本車の自開アータがCFLい で潤定されたと判断 し

た弘斑は ROモい(2000)の
41定

基準による す を1)ち

本取翻で用いた師 り,立 けの軍次元本平速度額f

颯ヤカいすユ■も225ヽ ″2Hり範囲にあり こ れはRdh

(つ001)ⅢⅢⅢ都市りCFLに ■通に見■,■ろヒしている

篤本i僚 準頌労り,と 一致していなからである 価 ,

障で 工篤六た延た懐整揮卓す高度とこどに済夕,■ )

近空を■は 本 0お よ」Roth(200い ,こ■ ナち=>

て″5ヽ3ル ル 韓朗にヽいて Ⅲ)建 物の0■ 夕(ラメー

ターや高さによ'じ をい一定り無次元る度,準 偏=が

,こ し (2)Frtで Ⅲて ぃ くっ。っEtttRに ついて

ょ旺,の rHょ四aか ,子 Ft的にす1■ている と いった

Inは円猛の 「苫ヨ【J ■ついて何ヱする■実わ【存4す

る こ とである

CFし に'け る 「普通J FSまの存在に曜的を三する実

覇データ 1密 高の箱地境界円以外に↓窯`例 があろ

開え14 【 hanna gnd Br。韓 ur(1997)は Largt EudF

S  n u a t o Aに よりMO Sを ま如 に使耐 し 通 ■のス

ケー ウン″に加えて 大 気境舛題高き ,々のものを′(

2 m o年 ,ヵ 】0



000 缶市のほ蜘 吾に"'る こ甚相口四取について

閣 辞

植日常巨抜複 (京首大学妨愛研究所),付 本人教授

(橋本鳴立大学承境共生学部)韓 まま授 (九対

大学応用力学研究所)に ま有査を切宮 とす め 弦術的

壊助 を受けました ま た 科 章な打振理ヨ集団磯峰的

差驚研究推進=実 て代表 :欠保挙燕 墓大学教授)

の資金的褒助を受 チました こ こに説書 を表 します
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